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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第4回昇格試験について

日程：2/23(火)～2/25(木)　　　場所：メンタルケア病棟3階会議室

時間：17:30～18:30　　　試験対象：中級及び上級試験受験資格者

・第8回院内研修について
日時：2/24(水)　17:15～17:45　　　場所：メモリアルホールメンタルケア病棟4階
テーマ：インフルエンザ、冬場の感染症に関して　　　講師：松山　浩幸氏
・看護グループ研修について
日時：2/29（月）　17：15～17：45　場所：2階会議室
｢退院に向けてのケア展開(ケアプロセス)｣　対象者：看護新人初級、中級、上級
講師：山内Ns

・インフルエンザの予防のため、施設内の換気・湿度対策に努めていくこと。
＜利用者様情報＞

・番沢　政勝様～グループホーム世話人より情報提供あり。昨日、夜間に弁当作りをしているときに、眠気耐えられず部屋の床で就寝。問診時、担当医に睡眠剤が強いので抜いてほしいと話したところ、別の睡眠剤を処方されたとのこと。就寝時間より数時間前に睡眠薬を飲んでいるため、服用時間を変えてみるよう伝えるが、就寝直前に服用するとデイケア開始時間に起きられなくなるのではないかとの不安があり、説明を受け入れられずにいるとの情報提供あり。主治医や世話人の助言内容をデイケア利用日以外で実践してみること提案し、様子観察していくこととする。

・川口　尚良様～昨日、長期的に風邪症状が続いていることを、問診時に主治医に相談したところ、耳鼻科受診を勧められたと話している。耳鼻科受診し、医師よりアレルギー性鼻炎と診断され、これ以上放置していたら、副鼻腔炎になるおそれがあったと説明があったとのこと。処方された服薬をスタッフと確認している。今後も様子観察していく。

・坂本　健治様～2/15～17まで就労継続支援B型事業所「ワーク柿の木苑」の体験利用を行っている。本人が同施設での就労（月・金）を希望している為、特定相談担当者と連携し、3月からの正式利用に向けて手続きを進めていくこととし、デイケア利用日を就労日以外の火・水・木の利用としていく予定となっている。今後状況確認を行いながら、本人に希望がある際には就労日を増やすこと検討していくこととする。

・青木　紀子様～2月23日、就労継続支援B型事業所「チョコ・クッキー八戸」にてモニタリングを実施。青明舎スタッフ同伴し、就労日を増やすことについて検討する予定としている。

・岩城　敏夫様～昨日まで風邪のためデイナイトケア欠席となっているが、症状が落ち着いた為、本日マスクを着用し来所している。来所時の体温35.8℃。その後尿失禁あり、着替えをしている。体調について確認すると、「体調はいいよ」と話している。昼食は汁半分残食しているが、その他全量摂取している。各プログラムには、問題なく参加できている。今後も体調確認していく。
・倉橋　生子様～2/10服薬変更になってから、足の状態が良いことを話している。「金曜日（2/12）のエアロビは、今までと違って、足が良く上がるし動くんだよ。今日もこんなに良く動くんだよ。小走りもできるし、階段を登るときも、足を動かすことができるんだよ」と話し、スタッフへ足を動かして見せている。「今まで薬を変更してきて、やっと合う薬になったんだよ」と笑顔で話している。今後も話を傾聴し様子観察していく。
＜外来情報＞

・特になし。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（市澤　信行様）
実施日：H28年2月18日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：會津・鳥谷部・油津

参加者：會津・馬場・油津・藤田・工藤

検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	市澤　信行様
	性別
	男
	年齢
	43
	生年月日
	S47.10.14

	主病名
	気分変調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	薬物療法･精神療法を継続し､症状の安定化を図っていく。

	本人希望
	現在の生活を維持したい。

	入院歴
	なし

	通所歴
	青陽館体験利用中
H28年2月1日～現在　　（週1回/月曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：1人暮らし（アパート）

	家族構成

本人出生前に両親が離婚。家族とは疎遠である。

	利用制度
	自立支援医療受給中
生活保護受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①プログラムに積極的に参加出来る。
	①通所を継続出来る。
	①休まずに来所し、プログラムに参加する。スタッフは来所状況プログラム取り組みを確認し、本人が出来ていることには評価する。

	
	②不調があった際には自分で対処できる。
	②不調の訴えをスタッフに伝えることができる。
	②体調に変化をスタッフに伝える。椎間板ヘルニアがある為、痛みが強い時には無理のない活動を行うよう助言する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①通所を継続出来る。

	・デイケア利用目的として、「自宅で何もやってないから、デイケアで活動して何かやるようにしたい」「全然運動をしていないから、後々のために運動をしていきたい」と日中活動としての利用を希望。
・「精神的に疲れた」「考えがマイナス方向にいくとのことで気分の落ち込みがある」と話し、1日デイケアにいれない日がある。
・ニュース等を見て、殺人の話題が出ると､自分に結び付け、情動が不安定になりやすい。また、人ごみに行くと、「自分が見られているのではないか」と思い、発汗･息苦しさ等を感じることがある。日常の些細なできごとに影響されて、夜間の睡眠が不安定となり、希死念慮が出現することがあるとのこと。
	ひとごみに行くと、発汗･息苦しさ等を感じる傾向があるが、デイケアにて息苦しさ等あるか確認する。デイケアの来所状況やプログラムの取り組みを観察し、また、デイケア以外での過ごし方を確認する。本人と話し合った上で、今後の詳細な目標や計画を立てていく事とする。

	②不調の訴えをスタッフに伝えることができる。

	・椎間板ヘルニア罹患している為、腰痛があり、痛みは波があるとのこと。
・腰痛があった日に、必ずプログラムにラジオ体操に参加しなければいけないと思い、無理してラジオ体操をしていることがある。痛みが強く出現した際にはスタッフに伝え、運動療法は無理しないよう伝えている。
	腰痛について、スタッフより腰痛予防体操を提案し、本人と腰痛緩和に向けて話し合う。本人と話し合った上で、今後の詳細な目標や計画を立てていく事とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①プログラムに積極的に参加出来る。
	①通所を継続出来る。
	①休まずに来所し、プログラムに参加する。スタッフは来所状況プログラム取り組みを確認し、本人が出来ていることには評価する。

	
	②不調があった際には自分で対処できる。
	②不調の訴えをスタッフに伝えることができる。
	②体調に変化をスタッフに伝える。椎間板ヘルニアがある為、痛みが強い時には無理のない活動を行うよう助言する。


【経過】

幼少期より人の目が気になり、他者からどのように見られているか気にすることがあった。人付き合いが苦手であったが、仲の良い友人が数人いた為、人間関係で悩んだ事はなかった。中学校を卒業後、叔父を頼って横浜市に行きとび職をしていたが、半年ほどで八戸市に帰省。H5年頃より､新聞配達員として勤務。H20年頃より腰痛が出現し､「腰椎ヘルニア」と診断され休職。休職期間が長期間となったことがきっかけとなり、職場を解雇され､以後､生活保護を受給して生活。H26年より、就職活動をしているもののうまくいかないことや､叔父の財産整理の話や親戚の死去等も重なったことがストレスとなり､抑うつ感､希死念慮が出現。徐々に夜間の睡眠が不安定となり、食欲の低下も認められるようになった。同年7月頃より上記症状が増悪した為､H26.7.11八戸市役所生活福祉課に相談。精神科受診を勧められ､H26.7.16当院初診。以後､当院への通院･服薬を継続している。

